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「「従業員持株ＥＳＯＰ信託」の信託期間終了に伴う 

信託財産である当社株式の換価処分に関するお知らせ」 

に関する追加のお知らせ 

 

10月 15日にお知らせした「「従業員持株ＥＳＯＰ信託」の信託期間終了に伴う信託財産である

当社株式の換価処分に関するお知らせ」に関して、当社に寄せられた主なご質問につきまして、

受託者である三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社（以下、三菱ＵＦＪ信託銀行）へ確認いたしましたの

で、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

１．売却の開始日について 

10月７日の売却開始日は「従業員持株ＥＳＯＰ信託契約」の規定に基づくものであるとの

説明を受けました。なお、当該開始日については当社が判断したものではありません。 

 

２．売却期間について 

「従業員持株ＥＳＯＰ信託契約」において売却期間（終了の日）は定めておらず、実務上

可能な範囲で速やかに売却するという規定に則って売却したとの説明を受けました。なお、

当該売却期間について、1 週間程度という短い期間での売却については当社が判断したもの

ではありません。 

 

３．売却期間における 1日の売却数量及び個別の発注について 

1日の売却数量については、三菱ＵＦＪ信託銀行において通常運用している基準である 1日

の出来高の 25％（ただし、25％を超えない。以下同じ。）に基づいている。今回の当社株式

の売却においても、同行の基準に則り、恣意性を排除する観点から売却期間においては、株

価の下落に関わらず 1 日の売却数量目標を変更することなく 25％となるよう売却を行った。

売却始日以降の売却については、個別の売却注文に際しては、法令に則り株価に影響を与え

ないよう細心の注意を払って行った。 

以上の説明を受けました。なお、当社は、売却数量の方針決定及び個別の売却に関して判

断する立場にございません。 

 

４．売却期間における当社株式の下落について 

今回の当社株式の売却については、三菱ＵＦＪ信託銀行として通常の 1日の出来高の 25％

の基準に対し、超えない範囲で概ね合致していることから、結果として、10月 4日終値に対

して 10月 10日終値で 12％強下落したとはいえ、相場（当社株式の価格等）に影響を与えて

いないと判断しているとの説明を受けました。 
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（ご参考） 

 

当社株式の動向（10月 4日～10月 10日） 

 

終値 前日比 

10月 4日終値を基準とした 

動き 
出来高 

単価 率  

10月 4日 1,017円 － － － 211,100株 

10月 7日 950円 ▲67円 ▲67円 ▲6.59％ 525,100株 

10月 8日 954円 ＋4円 ▲63円 ▲6.19％ 332,900株 

10月 9日 951円 ▲3円 ▲66円 ▲6.49％ 223,300株 

10月 10日 890円 ▲61円 ▲127円 ▲12.49％ 677,100株 

 

10月 7日～10月 10日の当社株式の累計出来高：1,758,400株 

同期間における売却株式数         ：  419,200株 

当社株式の出来高に対する割合       ：    23.84％ 

 

日経平均株価の動向（10月 4日～10月 10日） 

 

終値 前日比 

10月 4日終値を基準とした 

動き 

価格 率 

10月 4日 21,410.20円 － － － 

10月 7日 21,375.25円 ▲34.95円 ▲34.95円 ▲0.16％ 

10月 8日 21,587.78円 ＋212.53円 ＋177.58円 ＋0.83％ 

10月 9日 21,456.38円 ▲131.40円 ＋46.18円 ＋0.22％ 

10月 10日 21,551.98円 ＋95.60円 ＋141.78円 ＋0.66％ 

 

 

 
 

以上 


